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構築するために、 温暖化対策を 始めとする地球環境、 有害化学物質、 

資源循環などの 環境問題の解決は 21 世紀の最大の 課題です。 環境保全 

に 対する関心が 高まる中、 環境テクノ ス は保全から創造へ 向けて、 より 

豊かで快適な 環境を創造する 総合コンサルタントとして 幅広い環境 

分野に取り組んでいます。 
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九州電力がバループで 
取り組んでいる 
主な情報通信事業 

⑨第一名 柚気 通信 車莱 
九州近信ネットワーク (QTNet は、 専用 線 、 データ伝送   
九州 屯話 、 九州口話インターネットなどのサービスを 行っています   

⑨光ファイバ 心線 貸し下葉 
4% 通侶ウ 葉者、 CATV ウ 葉者及び自治体などのお 客さまに 
光ファイバ心根 6% し 出す手業を展 丼 しています   

⑥ブロードバンドサービスウ 莱 
QTNet は 、 光ファイバ仕を 活用して、 高品竹の映りや 大宮Ⅰのデータを 
現時に送受 倍 するブロードバンドサービス (BBlo) を 2002 年 4 月から 
開始しています。 また   7 月から ADSL サービスを開始しました。 

⑥ l 丁コンサルティンバ 下葉 
( 牡 ) キューデンインフォコムは、 企 案や大学、 自治体などのお 客さまに対して 
Ⅱを活用した 業務改革の捉車や @ コンサルティン グ を 実 托しています。 

⑨データセンター 下葉 
2001 年 3 月より   ( 株 ) キューデンインフォコムによる 
データセンター 下葉を展 井 しています 0 

⑥ 日甘 lT 光 コリドー・プロジェクト 
日ホ と硅 口内 の Ⅱ 伯 乱立 り 加に対応するため   

柚鬨票 - 韮山面を 苗 性能の光海底ケーブルで 拮び   
2002 年 3 月からサービスを 弗始 しています。 
( 俺 ロテレコム   日本テレコム、 NTT コミュニケーションズとの 共同事 桑 ) 
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⑨新口六 % Ⅰ 牡甘 ■ 廿 

やわらかな発想の 種が 、 

しっかりと社会に 活きる実になってゆく。 

新日鉄はいま、 鉄を超える創造へ。 
あ なたへ、 もっと、 できることがあ ります。 

エン シニアリンバ 事業 

都市開発事業 

、 ンステムソリューション 事業 

新素材・ 非鉄 素材事業 

化学事業 

電力事業 

製鉄事業 
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〒 806-0004 北九州市八幡西区黒崎減石 1 一 2 
Tel:(093)643 イ 777  Fax: (093)643 ヤ 061 
Home@ Page:@ http://www ， shinryo-gr ， corn 

代表取締役社長 宮原克彦 
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産業から身近な 生活分野まで、 幅広くカバーする 下川 仏 DA の技術。 
21 世紀も、 独自の発想と 新「 技眉引 で、 産業界や人々のニーズにお 応えします。 

% 「 技 ・ 能 」創造 

株式会社高田工業所 
フ Ⅰ 八レ Ⅰアリア 
http://www ・ takada ・ co ・ jp/ 

本 社 北九州市八幡西区築地町 1 番 Ⅱ 号 f806-8567@ TEL@ 093-632-2631 
東京支社 東京都品川区南大井六丁目 22 番 7 号 大森ベルポート E 館 3 階 〒 140 ヰ 0]3  丁 EL 03 ヰ 763 Ⅱ 54] 
大阪支社 大阪市淀川区西中島五丁目Ⅱ 番 8 号 新大阪木村ビル 7 階 〒 532 ヰ 0]1 丁 EL 06 Ⅱ 39 叶 862] 
九州支社 福岡市博多区博多靴中央 街 1  番 ] 号 新幹線博多駅ビル 6  階 〒 812-001Z  TEL  092-412-0611 
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め潮済み戸 國 軍の 

鹿辮ぬ 友雄 で賈枕 する 

西口オオ一ハ ク ダイクル 

t. オンライン流れ 作業により平均 8 分 30 秒 7 台で 

徹底事前解体手法の 採用をしています 

2. シュレッダーレス 技術により高品位 鉄 スクラップ。 

の 再生とダスト 埋立ゼロを実行しています 

3.90%0 リサイクル率を 既に実行し、 最終目標 95%  に 

挑戦しております 

4 環境・リサイクル・ 地域密着の姉 つが 事業運営の 

キープードです 

●中古バーツを 使ってみませんか ? 

当社は日本最大の 中古パーツネットワーク NGP の正会員会社です。 

中古パーツの 御用命は下記 TEL/FA 刃 WP でお試し下さい。 
( 担当 : 釘官 、 岡部 ) 

西日本オートリサイクル 株式会社 

北九州市若松区 響町 一丁目 62 番 

(TEL)@ 093-752-3270@ (FAX)@ 093-771-4733 

(Ma はアト。 レス )  w  bi  av  . Ⅱ ue." 

(HP  アト。 レス )  h 十セ vw/.bigwave.ne"-" :77W Ⅴ -            Ⅰ～ w    Ⅰ c 
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* 設立 : 平成 10 年 12 月 4 日 
*M ュ地 : 北九州エコタウン 総合環境コンビナート 内 
* 竣工 : 平成 12 年 4 月 本格稼動 : 平成 ]3 年 4 月 
* 資本金 :4 億円 
* 株主 : 東芝・松下・テルム・ 日立・三菱・ 三洋 

，ンセープ・ソニー・ 富士通ゼネラル 9 社 

* 能力 :4 家電約 50 万台 / 年 (2 シフト ) 
* 集荷 : 福岡・大分，佐賀・ 長崎・山口が 中心 
* 役割 : 近隣の指定 引取 場所十リサイクル 拠点、 
* 従業員 : フル稼動特約 100 名 
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地球環境・新二 % レギ 一 技術展 & セミナⅠ 

庄 Ⅰ " 。 何 %" 。 
""" 英甘 "" 。 。 

■主催 / 北九州市、 ( 財 ) 西日本産業貿易見本市協会 
■共催 / 新エネルギー・ 産業技術総合開発機構、 環境事業団、 ( 財 ) 新エネルギー 財団、 ( 財 ) 省エネルギーセンター、 

( 社 ) 日本産業機械工業会、 ( 財 ) 地球環境産業技術研究機構、 ( 財 ) クリーン・ジャパン・センタ 二 
( 財 ) 北九州国際技術協力協会、 九州地域環境・リサイクル 産業交流プラザ 
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モ ・技術 環境対応型生産設備 

公害防止装Ⅰ・ 技術 
エネルギー エ コシ 

日 ( 木 ) l0 00 一 

Ⅰ販路Ⅱ 拓 マッチンバセミナー ( 仮 ) 
    時平成 l4 年 l0 月 24 日 ( 木 ) l0 00- 
●会 日西日本 % 台展示 均 新館会在室 B 
Ⅰ """ 壊穏坑 " 柴 。 流 "" 。 。 。 。 
    時平成 l4 年 l0 月 24 日 ( 木 ) l0 00 一 l5 30 
● 会 均 西日本博 含 展示場 新館会在室 c.D 

く A コース エコタウン 織 リア視察Ⅰノア --1 Ⅰ 
10/;230 水 ) 

く巳 コース エコタウン 織 視寮し ノア -- ⅡⅠ 
10/23( 水 ) 

く C コース ン檸 寮 ツアーⅡⅠ 
( 木 ) 

ン構 ア一 W Ⅰ 
( 木 ) 

奈 ツアーⅠ 

  

/ ● 
  
  
  

2002 

貝金 

ころなくど紹介します   

02 近古も ゐ局 ( 材 ) 西日本産 集 丈男見本市ほ 去 
〒 aoy-  ヒ九州市小倉北区浅野 3-8-l 
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丘穴耳タ羊冬丼コっだ 5, 望竜称京 です。 
          

Ⅰ   
●排出のルール ● （（ ・ ・ ・ Ⅰ） 再生 PET 樹脂か ら 

様々な製品が 生まれます。 

@37       

2 

ボトルの中をⅠ 
軽く水洗いする。 困   

3 

ボトルを っぬ して 
分別収集に出す。 
メ ラベルもⅠがしてⅠ ¥ ただけると 

NP Ⅱで 甘 任を持って 
㍽ "" 。 ""   高品Ⅰ PET 描 Ⅰに再生します。 

  平成 9 年 4 月 (l997 年 ) 西日本ペットボトルリサイクル ( 株 ) は 、 ゴヒ 九州エコ 

    Ⅰ億円 タウン事業の 先駆的役割を 担い設立され、 国内最大 
* 会社が日 ぁ牡櫛こ 井り 鴎 ， 日 *a 棚 、 目ぁ ぬ 難曲 ?bw, 曲 川ね 規模の能力を 有しています。 ペットボトルは 繊維や 
本社所在地 〒 S08-0021 % 岡妹 北九州市 お松区桶町ア 丁目 6S 番 シート・容器等のリサイクル 商品の原料としてⅡ 時 

TEL ． 093-761-7733@ PAX ， 093-781@-7766 

代表 取俺投 杜撰 鹿子木         
間 足らすで生れ 変わります。 これからもぺット ポト 
かめ リサイクルに ど 協力ください。 
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福岡県リサイクル 総合研究センタ 一の活動紹介 

( 財 ) 福岡県環境保全公社 リサイクル総合研究センター 

tel  093-695-306S  fax  093-695-3066 

e-mail webmaster@recycle-ken ・ or ， jp 

URL  h 毛 tp:// ⅡⅠ ヮ ・ recycle 一 ken.or. Ⅰ P/ 

今日の環境問題を 解決するためには、 大量生産、 大量消費、 大量廃棄型の 社会経済シス 

テムを資源循環型に 変えていかなければなりません。 

その実現に向け、 産・学・ 官 ・ 民 という新しい 共同研究体制でリサイクル 技術と社会 シ 

ステムの開発を 行い、 その実践を支援する 中核的な拠点として、 昨年 6 月に「福岡県リサ 

イクル総合研究センター」が 設立されました。 

当 センターは、 福岡県北九州市若松区から 八幡西区にかけて 広がる北九州学術研究都市 

内の産学連携センタービル 4 階にあ り、 総務課、 企画情報課、 研究開発課の 3 課体制で事 

業を進めています。 

センタ一の業務は 、 

①産学官民の 共同研究によるリサイクル 技術や社会システムの 開発 

②共同研究によって 得られた研究成果の 地域展開や事業化の 支援 

③リサイクル 技術や社会システムに 関する情報の 集約・発信 

からなり、 これら 3 つの機能をもとに 循環型社会の 構築を目指しています。 

共同研究は、 リサイクルに 関する課題や 技術の開発状況に 応じて、 廃棄物の処理・リサ 

イクルの課題を 明らかにする 「研究企画」、 関係者により 実用化の可能性を 検討する 「 研 

発会」、 産学官民が分担して 実用化に向けた 研究を行 う 「共同研究プロジェクト」の 3 つ 

に 区分して実施しています。 

なお、 現在取り組んでいる 共同研究プロジェクトは、 「明太子製造に 伴 う 廃棄物 魚卵 外 

皮の有効利用に 関する研究開発」、 「都市ゴミ焼却灰を 活用した エコ レンガ製造技術の 開 

発 」、 「 生 ゴミ等有機系廃棄物のバイオガス 及び液肥利用システム 実証研究」など 6 つの 

テーマで実施しています。 

また、 環境・リサイクル 情報の発信についてはインターネ、 ット を通じても行っています。 

環境・リサイクル 技術を有する 企業情報等の 検索ができる 「リサイクル 技術検索」をは 

じめ「融資・ 助成制度」、 「掲示板」等から 構成されるホームページを 設置していますので、 ぜひ 

ご覧ください。 
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第 17 回年次学術大会実行委員会 

委員長 花嶋 正孝 

員 委 浅岡 佐 知夫 

内田 健一 

梅崎 伝記 

大川 @  威 信 
大庭 茂美 

緒方 誠一 

岡本 久人 

沖田 稔 

荻田 英俊 

坦道 俗 俊 

鹿子木公巻 
川崎 順一 

昔 間 宗像 

清水 筆 

鈴木 学 

田中日出夫 

田中 津 征 

谷口 初美 

鶴田 暁 

永尾 裕司 

中丁 啓思 

長田 純夫 

中野 勝之 

長原 徹美 

畑中 千秋 

馬場 崎 正博 

平澤 冷 

藤木 秀則 

星加 和利 

松藤 康司 

二 一澤 ， 祥一 

宮人 嘉夫 

宮原 克彦 

山田 達夫 

m 本 厳 

和田 英二 

渡辺 章 

福岡県リサイクル 総合研究センター 

北九州市立大学国際環境工学部 

財団法人北九州産業学術推進機構 

福岡県環境部リサイクル 推進室 

西日本家電リサイクル 株式会社 

九州女子短期大学 

九州電力株式会社北九州支店 
九州国際大学次世代研究所 
財団法人北九州コンベンションビューロ 一 

株式会社高田工業所技術本部 

北九州市環境産業政策室 
西日本ペットボトルリサイクル 株式会社 

新日本製 載 株式会社八幡製織 所 総務企画グループ 
北九州エコタウンセンター 

独立行政法人産業総合技術研究所九州センター 

北九州市環境科学研究所アクア 研究センター 

西部ガス株式会社北九州 東 支店 
九州工業大学地域共同研究センター 

産業医科大学 

北九州環境産業推進会 (KIKS) 

西日本産業貿易見本市協会 

九州経済産業局環境資源部環境対策課 

福岡大学工学部 ( 北九州産学連携推進室 ) 
福岡大学工学部 ( 資源循環・環境制御システム 研究所 ) 

九州経済産業局産学官連携推進室 
北九州工業高等専門学校 

福岡市保健環境研究所 

政策研究大学院大学 

株式会社 J TB 北九州支店 

東陶 機器株式会社 

福岡大学工学部 ( 廃棄物学会九州地区 懇 和合 ) 
福岡県工業技術センタ 一機械電子研究所 

九州共立大学総合研究所 

株式会社新麦 

株式会社ジェイ・リライツ 

九州地域環境・リサイクル 産業交流プラザ (K 一 R I P) 

西日本オートリサイクル 株式会社 

干 冨岡泉リサイクル 総合研究センター 
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